はじめに　　　　（BasicのようにJavaを学ぼう）

プログラミングの教育に使われる言語は、Basic, C, Javaと推移してきました。これらの言語は車に例えると、それぞれ、オートバイ、乗用車、大型車、といった感じです。一方、学生さんのプログラミング能力を見ていると、最近落ちてきた印象を受けます。何より心配なのは、プログラムを楽しんでいる人が少ない感じがすることです。この原因の一つにJavaの特性が関係しているのではないかと思いだしています。Javaは高度なプログラムを実現するため、様々な機能が取り込まれています。そのためJavaを頭からトップダウンに学習していくと全貌を理解するまでに疲れきって脱落してしまうのではないかということです。

そこで、新しいアプローチとして考えたのは、学生さんにJavaの細かなこと（かなり多いのですが）は“おまじない”として目をつぶってもらい、必要最小限のBasicレベルからボトムアップに学習し、何よりプログラミングの楽しさを先に経験してもらおう、というものです。本テキストは、その方針でまとめました。

次の図は、プログラミング言語Javaを、命令とデータ構造の切り口で分解し、テキストの章との対応を示しました。皆さんがJavaの全貌をトップダウンに見られるのは、秋学期後半になることでしょう。それでも、トップダウンに進まないと納得できない方もいるかと思います。そういう方は、参考書を読まれるとよいと思います。参考書のほとんどはトップダウンに説明を行っています。

それでは、プログラミングを楽しまれますよう、お祈りして。出発！！
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